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【目的1 固定化微生物を用い た排水処理 施設 にお い て，その プ ラン ト設詳お よび運転管理

の 基礎モ デル で 考慮されてい る生物種 と化 学種の 空 間分布 は，担体の 深 さ方向で あっ た 。

本研究で は こ れ に対 し
，

深 さ方向以 外の 空間分布 と
，
それ に由来す る担体個体 と して は

活性の 異なる担体か ら成 る集団モ デル の 形成手法 と
，
そ れ ら不 均

一
性 が，プ ロ セ ス 全 体

の負荷変動等に対 して の ロ バ ス ト性能に 与える効果 を検討す るこ とを 目的 と した。

【方法お よび結果 1 モ デル 作成対象 に，実稼動実績の あ る複数種 の 硝化菌を包括固定化 し

て 用い てい る硝化処理 装置系を選択 した 。
モ デル 形成には

，
人工 生命（M ）技法 を用い た 。

AL モ デル は本来，自由で 仮想的な系 の 形成に用い られ るが
， 本研究 におい て は

，
実プ ラ

ン トな らび に実験室デー タ と十分に合致す るよ う，モ デル 構造 とパ ラ メー タの 調整は行

われた 。 担体内空間は
，
実担体の 割断 面観察 と基質の 拡散速度を考慮 して 離散格子 化 した。

基質お よび バ イオ マ ス は，収率 を基 に 量子化 した 。 各量子 の行動規測は ，
こ れま で 用い ら

れてい た数学モ デル を翻案 して 作成 した 。 実応用可能 な演算時間 を考慮 して
， 独立 に 50

の 担体個体 を発 生 させ
，

それ らの 任意 の 部分集合 と母集 団（N 耳 50）との 統計的関係 を整理

し
，

モ デル の 構造 とパ ラ メ
ー

タの基 準 と した条件で は，全体 と して は異 な る挙動は示 さ

ない もの の ，構成 に つ い て は特徴的な部分集合を選別 で きた 。
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【目的〕 食品 ・化学工 場或い は家庭よ り排躡され る油脂や重油流出事故な どに よる汚

染は環境保全上問題視されて い るが、我々 が保有する酵母 Hansen　ula 　fabianii　J640

（耳」640 菌）と Cmp 　to　caecus 　sp．S−2 くCS2 萬）が油脂の 処理 に優れた処理能 力を見出 し、

微生物に よる高 い 濃度の 廃抽脂 を含む 廃水の 処理に利 用でき る と考え られ、 実用化 を

め ざした処理技術の確立に関する研究の 基礎的実験 を行っ た 。

【方法及 び 結果】CS2 菌は大豆油 、オ リー ブ油、豚脂、牛 脂な どの 動植物 油脂に 対

し広 く資化で き 、 そ れ らを唯
一

の 炭素源（5％ w 〜v ）と して高活性 （60−70U ／ml ）で 生産

されたリパ ーゼ によ り高 い効率で 分解除去で きる こ とを確認 し， リパ ーゼ生 産の 至適

条件を検討、酵素の 精製 、 その 特徴分析を行 っ た 。

　一方 、 本研究室が醸造廃水か ら分離して きた HJ640 菌が上記 の 動植物油脂の 他、　 n ・

パ ラフィ ン 、石 漉工
一

テ ル 、 ヘ キサ デ カンな どの アル カン 抽分物質 を rk−一の 炭素源 と

して 速や か に乳 化させ 、 ほ ぼ完 全分解 まで に利 用で き る とと もに 、蘿鉢外 に 多量の 新

規糖関連物質を生産する こ とを 見い だ した 。 現 在本物 質生産 の 至適条件及び 分離精製

方法を検討 し、化学構造の 決定．乳化特性の 分析な どを行 っ て い る。
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